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［２０２０年５月１０日主日礼拝説教要旨］ 

 

「たましいの牧者」 

聖書の箇所：Ⅰペテロ ２：１３～２５ 

今週の御言葉：「今は、自分のたましいの牧者であり監督者である方のもとに帰ったのです。」 

（Ⅰペテロ２：２５） 

 

＜導 入＞ 

 国連の理念の一つに、「no one will be left behind」というのがあります。「誰ひとり取り残

さない」とも「誰も置き去りにしない」とも訳されます。２０１５年に、国連で全会一致で

採択された理念です。この理念について、ある新聞に、「コロナ禍による医療崩壊や経済活動

の休止による生活危機の中で、普遍的人権、なかでも苦難を強いられている人びとの権利を

断固守るというこの理念が厳しい試練にさらされている」と書いてありました。コロナウィ

ルスの感染防止のために、社会にいろいろな影響が及ぶ中で、大切な一人ひとりが置き去り

にされてはならないというこの警告は、心に留めておかなくてはならないでしょう。そのよ

うな中で、多くの患者たちが病室に隔離され、家族に看取られずに亡くなっています。とこ

ろが、中東のイスラエルでそれに一石を投じる動きについて、ある新聞に報道されていまし

た。“４８歳の父親を看取った娘は、病院では指導を受けながら、防護服や手袋、プラチック

製のフェースガードなどを着け、病室に向かった。彼女は、「あの１０分間は、私にとって本

当にかけがえのない時間でした。父に『愛している』と最期に伝えることができました。世

界には大事な人に別れを伝えられない人が多く、複雑な思いになります。でも機会をくれた

病院には感謝しています」と言っておられます。”イスラエルで有数の規模を誇る、テルアビ

ブのイヒロフ病院でのできごとです。このことが実現したのは、病院スタッフの提案でした。

人生の最期のかけがえのない１０分間に、このような機会が与えられたことに心が温まりま

す。それは誰かが指示したわけではなく、一人ひとりの心にある愛からでています。 

 今、私たちはイエスの救いにあずかって、神の民としてこの地上に生かされています。神

の民としての生活を、社会の中で、国家との関係において送っています。 

  

主 題： 私たちは、社会生活の中で責任を果たし、主イエスに従いましょう。たとえ、不当

な苦しみを受けても、イエスが先に歩まれました。私たちは、どんな時も、羊飼い

であるイエスとともに歩みましょう。 

 

    Ⅰ．神の民の社会生活 

▽私たちは、神の民として永遠の御国を目指して歩んでいますが、この地上の生活において

も果たすべき責任と義務があります。かつて、イエスは「カイザルのものはカイザルに、神

のものは神に返しなさい」と言われました（マタイ２２：２１）。またパウロも、ローマ人へ

の手紙で「人はみな、上に立つ権威に従うべきです」と記しています（ローマ１３：１）。神

の民として責任を果たさなければならないというのが、聖書の教えです。税金を納め、選挙

権を行使して、国の進むべき道を選択しなければなりません。Ⅰテモテ２：１ 国の指導者

のために、祈るように勧められています。コロナウィルスの問題は、歴史上でもまれに見る

出来事ですから、その感染から国民を守るための政策を作成し、実行することは容易ではあ

りません。正しい知恵と決断力、実行力が求められます。ですから、私たちはそれを行う国

の指導者のために、祈る必要があります。 
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▽Ⅰペテロ２：１３ このペテロの言葉を、文字通りに、どんな制度や国家の命令にも従え

と受け取っては、その意味を取り違えてしまいます。ここの「制度」という原語には、「創造」

とか「つくられたもの」という意味があります。つまり、いろいろな制度は、神様によって

立てられ、神様のみこころにかなった人間の秩序なのです。国家の制度は人が作ったもので

すが、その権威は神様にあります。ですから、「主のゆえに」従いなさいと言われています。

この世の国家も、制度も過ぎてゆきます。女性の参政権が認められていない時代は過ぎ去り、

今や女性の権利が認められています。もちろん、国によっては女性の権利がいまだに認めら

れていない国があるのも事実です。アメリカでは、かつては奴隷制度が認められていました

が、現在では、根強い差別はあるものの、法律上は平等の権利が認められています。国家の

制度に従うのは私たちの責任ですが、それ以上に私たちは、主に従わなければならないので

す。主こそ、永遠のお方だからです。使徒ペテロは「人に従うより、神に従うべきです」と

宣言しました（使徒５：２９）。イエスに従うことが、人の制度に従うより優先すると述べて

います。ペテロたちは、「神に従うべきです」と言って、投獄されました。投獄されることで、

制度に従ったとも言えます。しかし、そのようにされても神様に従ったために、神様の栄光

が現わされ、教会の働きが前進しました。神の民は、自分の欲や都合のために、人の制度に

従わないということがあってはならないのです。国家や制度によって、神様に従えない時に

は、人の制度よりも神様に従う道を選択します。 

▽Ⅰペテロ２：１６、１７ 「自由人として行動する」とは、勝手気ままなことをしたり、

欲望の衝動に身をまかせることを意味しているのではありません。神様に従う中に、私たち

の本当の自由があります。当時のローマ帝国では、皇帝を神のように崇拝する権力が支配し

ていました。しかし、キリスト者は、そのような権力に束縛されていませんでした。ローマ

帝国はしおれ、散る存在だからです。キリスト者は、国家権力のような一時的なものからの

自由ではなく、永遠に変わられない神様に従う自由の中に生きています。そして、このキリ

スト者の自由は、時の権力や制度に反抗する形で実現するものではありません。１７節の四

つの形で現わされます。①すべての人を敬う：神様に従って生きるなら、人との関係も変わ

ります。「敬う」という心です。当時、ローマ帝国内では約６千万人の奴隷がいたと伝えられ

ています。彼らは、物として扱われ、人格を認められていませんでした。しかし、神様に従

っていたならば、そのような奴隷も神様の御前にあっては同じ価値を持っています。ですか

ら、その人を敬います。どんなハンディキャップを持っていたとしても、その人を差別しな

いで、敬います。私たちは、すべての人を敬っているでしょうか。敬っているならば、暴言

を言ったり、自分の主張を押し付けたりしません。②兄弟を愛する：人に対する敬う思いは、

愛に変わります。教会の中に流れている思いは、愛です。教会は大きな神の家族であり、愛

で結ばれた共同体です。③神を恐れる：この「恐れ」は恐怖ではなく、神様に対する畏敬の

思いをもって、神様に従います。④王を尊びなさい：この手紙はペテロが書きましたので、

ここの「王」はキリスト者を迫害していたネロ皇帝を指しています。人間的な思いからすれ

ば、愛するキリスト者を残虐な方法で殺害する王を尊べということなど到底言えないことで

す。しかし、ペテロには、この迫害は過ぎ去るものであり、神様に従う者が最終的な勝利を

得るという確信がありました。神様は、悪人であっても、どのような人をも愛され、すべて

のことを導かれるお方です。私たちは、このペテロの主張にチャレンジを受けます。自分を

傷つけ、自分のすべてを奪う人を尊ぶことは自分の力では到底できません。神様にあっての

み、可能です。神様に従うことの強さに圧倒されます。 

 

Ⅱ．しもべとして生きる 

▽Ⅰペテロ２：１８、１９ ペテロは、神の民の社会生活から、具体的な立場に踏み込んで

います。当時は、医者、教師、秘書なども奴隷でした。実際、ローマの仕事は、すべて奴隷
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がしていたと言っても過言ではありません。ローマ市民は、その仕事を奴隷にさせ、ぜいた

くな生活をしていました。ここで言うしもべとは、家庭内の下働きをする奴隷です。ある人

が、奴隷に関して、「主人が奴隷に対して、どんなことをしても、それがどんなに不当であれ、

故意であれ、知らずであれ、それが正義となり、法律となるのである」と言っています。こ

のような背景のもとに、「横暴な主人に対して」とか「不当な苦しみを受けながらも」という

言葉が出てきました。奴隷という身分の故に、不当な扱いを受けることがありました。さら

に、当時キリスト者というだけで、非難や中傷を浴びせられたことも、多くありました。キ

リスト者は、人の肉を食うと非難されていました。それは、イエスの血潮とお体を記念とし

て受ける聖餐式を曲解したことから来ています。またキリスト者は、商売の邪魔をするもの

だという非難も受けていました。エペソの銅細工師が、それです（使徒１９：２４～２７）。

もっとも厳しい非難は、キリスト者は皇帝を礼拝せず、一抹の香もたく儀式も行わず、皇帝

を主であると告白しなかったことでした。イエス・キリストのみが主であったからです。こ

の言葉で、ペテロが指し示しているのは、ネロ皇帝による迫害でした。何の罪もないキリス

ト者が、皇帝の指示で、いのちを落としていったからです。このことは、ペテロの心をひど

く痛めたことでしょう。しかしその時、彼の心にあざやかに示されたのは、３０年前のイエ

スのお姿でした。 

Ⅰペテロ２：２１ ここの「模範」は、子供が文字を習うときに用いる手本という意味が

あります。不当な苦しみや侮辱、迫害を受けたとしても、それはすでにイエスが通られた道

を行くのに過ぎません。Ⅰペテロ２：２２、２３ イエスは、不当に扱われた者の手本です。

キリストは、何の罪も偽りもないのに、苦しみを受けられました。「その口に何の偽りも見出

されませんでした」とは、イエスの完全さを示しています。このような完全さにかかわらず、

イエスは苦しみを受けられました。第二に、イエスは苦しみに耐えられた手本です。２３節

は、イザヤ書５３：７から来ています。「彼は痛めつけられた。彼は苦しんだが、口を開かな

い。ほふり場に引かれて行く羊のように、毛を刈る者の前で黙っている雌羊のように、彼は

口を開かない」。イエスが、このような苦しみを受けられたのは、「正しくさばかれる方・神

様」に任せられたからです。イエスは、このような苦しみの中で神様に従われ、自分を神様

に委ねられました。イエスは、不当な苦しみの中で神様に従う手本を示されました。私たち

は、たとえどんな不当な苦しみを受けたとしても、そのことを神様に委ね、イエスに従いま

しょう。 

Ⅰペテロ２：２５ 私たちが神様に従う時、イエスは牧者として、また監督者として、私

たちのそばにおられます。監督者は、私たちを正しい道に導き、方向づけてくださいます。

イエスは、私たちの羊飼い、牧者です。詩篇２３：１～６ 「主は私の羊飼い」です。ダビ

デの生涯は、苦難の連続でした。そのような中でも、神様が彼を守り、導かれました。私た

ちは「たとい、死の陰の谷を歩く」ほどの苦しみにあっても、イエスは私たちのそばにおら

れます。６節「私はいつまでも、主の家に住まいましょう」と結ばれています。苦しみの先

に、「主の家」に住むという約束です。これが、ペテロの体験となりました。ペテロは、国家

権力によって不当な苦しみと迫害に遭いましたが、羊飼いである主に従い、「主の家」に導か

れました。ペテロは、苦しみの中で主に従いましたが、実はこの時、イエスが羊飼いとして

彼を守られ、導かれたことがわかったのです。彼の中に、主に従って本当によかったという

思いが押し寄せてきました。それでペテロは、たとえどんな不当な苦しみを受けようとも、

「主イエスに従いなさい」と語りかけているのです。この訴えは、いのちをかけてイエスに

従ったペテロの心の叫びです。ここには、「主の家に住まう」という希望と喜びがあります。

イエスは羊飼いとして、私たちが体験するどんな苦しみをも通られ、私たちをみもとに引き

寄せられます。国家や社会がどんな状況であれ、羊飼いであるイエスに従いましょう。 


